
（様式4） 

重要取組シート 

取組項目 こどもの貧困・貧困の連鎖の解消に向けた取組 

現状・課題 

【取組状況】 

○令和 3 年 4 月、こども家庭課こどもの未来応援担当を軸に、関係局が連携してこどもの貧  

困対策に取り組む「こどもの未来応援チーム」を形成。令和 6 年 4 月、こどもの貧困対策、

貧困の連鎖解消の取組をより一層推進するため、こども青少年育成部に「こどもの未来応

援室」を設置。 

○本市のこどもの貧困率は、平成 28 年 15.9％（59.7％）、令和 5 年 13.1％

（51.7％）でやや改善しているが、依然としてひとり親家庭は貧困率が高い。 

  ※堺市子どもの生活実態調査による。（ ）は母子世帯。 

○こどもの貧困率が特に高いひとり親家庭の経済的自立に向けた支援と、孤立や将来経済的

困難に直面するおそれが高いこどもや若者とのつながり確保の 2 項目を重点テーマとして取

組を推進。 

【課題】 

○ひとり親の自立支援に関しては、将来の選択肢を広げる契機となるよう、相談支援につなが

る機会の充実、相談から就職、定着までの切れめのない支援、質の高い求人の確保等が

課題。 

○こどもや若者とのつながりに関しては、こどもや家庭が厳しい状況に置かれている場合ほど関

係構築が難しく、支援の利用につながりにくい。安心して人や社会と関わる経験を得られる

機会の確保、相談につながりやすい場の提供、関係機関と連携した継続的な支援等が課

題。 

取 組 の 

内  容 

【ひとり親家庭の自立支援】 

○これまで、対象とねらいを明確にした各種セミナーや交流会、寄附食品を活用してつながりを

つくり、就労継続や相談支援につなげる「エスパン」、多忙なひとり親がスキマ時間に就業や

転職の相談ができる「ひとり親×仕事サポートLINE」等を実施し、意欲喚起から就業相談、

職業相談、定着支援までの伴走的な支援を推進。 

○令和 8 年度は、意欲喚起から就業支援への接続を強化するため、セミナー・交流会と「ひと

り親×仕事サポート LINE」を一体的な事業として実施する。また、オンラインによるスキルアッ

プセミナー（時間の使い方、web マーケター等）や企業との交流会を新たに実施し、就職

活動前の準備段階や就職後の定着段階における学びやスキルアップの機会を設ける。 

【こどもや若者とのつながり確保】 

○これまで、市内在住在学の学生や若者を対象とする「さかい学生＆若者応援 DAY」、児童

養護施設退所者を対象とする「エスパン定期便」、生活困窮かつ長期不登校の中学生とつ

ながり、学びの機会を確保する「不登校のこどもの学びとつながりサポート事業（まなサ

ポ）」、母子保健・児童福祉に係る地域活動等（地域資源）の把握とネットワーク化、食

や生活に懸念があるこどもがいる家庭への訪問事業「もぐもぐリーフ便」等の取組を推進。 

○令和 8 年度は、これまでの取組に加えて、関西大学との地域連携事業の内容を改め、生

活状況や家庭環境に困難を抱えるこどもを対象とした体験活動プログラムを実施する。 

こども青少年局 こども青少年育成部 

こどもの未来応援室 
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前期 

（～9 月） 

□ 「ひとり親×仕事」サポート LINE 事業の実施 （4 月～） 

□ 「エスパン 2026」10 月まで隔月実施（4 月～） 

□ 「まなサポ」実施調整・抽出・案内・初期面談（4 月～） 

□ 「地域資源」の情報更新、各区しげんミーティング実施、ネットワーク化の取組（4 月～） 

□ 「もぐもぐリーフ便」実施（4 月～） 

□ 「こどもの体験活動（関大連携事業）」検討・調整・周知・実施（4 月～） 

□ 「エスパン定期便」発送（5 月） 

□ 「スキルアップセミナー」実施（7 月～） 

□ 「ひとり親になって 3 年以内セミナー」開催（6 月） 

□ 「夏休みフードロス削減＆こども応援フードドライブ」実施（7 月） 

□ 「学生＆若者応援 DAY」開催（8 月） 

□ 「まなサポ」訪問開始（8 月～） 

□ 「エスパン定期便」発送（8 月） 

□ 「企業交流会」（9 月） 

□ 「まなサポ」対象の保護者同士のおしゃべり会（9 月） 

後期 

（～3 月） 

□ 「ひとり親になって 3 年以内セミナー」開催 （10 月） 

□ 「エスパン定期便」発送 （11 月） 

□ 「エスパン 2027」対象者抽出・案内（11 月） 

□ 「冬休みフードロス削減＆こども応援フードドライブ」実施（12 月） 

□ 「学生＆若者応援 DAY」開催（12 月） 

□ 「ひとり親交流会」（2 月） 

□ 「まなサポ」対象の保護者同士のおしゃべり会（1 月） 

□ 「エスパン 2027」10 月まで隔月実施（2 月～） 

□ 「ひとり親になって 3 年以内セミナー」（2 月） 

□ 「エスパン定期便」発送（2 月） 

次年度 

以降 

□ 

進
捗
の
状
況 

前期 

（～9 月） 
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該当する 

施策 
3-（5）厳しい環境にあるこどもと家庭への支援の充実 

寄与する 

KPI 

ひとり親家庭の状況改善につながる支援事業の利用件数 

［現状値：444件（2024年度）］ 

目標値（2030 年度） 

519 件 
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最も貢献する 

SDGsのゴール 

ゴール番号 
貧困をなくそう 

1 

寄与する 

KPI 

ひとり親家庭の状況改善につながる支援事業の利用件数 

［現状値：444 件（2024 年度）］ 

目標値（2030 年度） 

519 件 

 


